
水　

稲

キ
ャ
ベ
ツ

ハ
ク
サ
イ

農家のため
の

最新情報

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　

―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、12
月
18
日（
金
）ま
で
に
各
支
店
へ
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
分
析
結
果
は
1
月
下
旬
頃
に
ご
連
絡
致
し
ま
す
。

g

率
的
な
土
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
耕
起

　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
及
び
越
冬
害
虫
で
あ
る
ヒ

メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
は
、
次
年
度
の
栽
培
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
圃
場
密
度
を
低
下
さ
せ
る
た

め
、
耕
起
を
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
ヒ
メ
ト
ビ
ウ
ン
カ
は
縞
葉
枯
病
を
発
生
さ
せ

ま
す
。
越
冬
す
る
水
田
内
の
「
ひ
こ
ば
え
」、

「
稲
ワ
ラ
」
を
す
き
込
む
こ
と
で
密
度
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通

算
使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬

は
農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期

に
防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

　
冬
期
は
次
年
度
の
栽
培
に
お
け
る
準
備
期
間

で
す
。

●
土
づ
く
り

　

近
年
発
生
が
多
く
問
題
と
な
っ
て
い
る
高
温

障
害
を
防
ぐ
方
法
の
う
ち
、
最
も
大
切
な
の
は

「
土
づ
く
り
」
で
す
。

土
づ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

　

ケ
イ
酸
・
鉄
を
含
む
資
材
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
農
力
ア
ッ
プ(

100
㎏
／
10
ａ)

＊
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
定
点
分
析
に
お
い

て
、
市
内
の
水
稲
土
壌
で
、
水
稲
栽
培
に
重

要
な
微
量
成
分
で
あ
る
「
ケ
イ
酸
」
「
鉄
」

の
両
方
も
し
く
は
一
方
が
不
足
し
て
い
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
土
壌
診
断
を
実
施
し
、
効

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

②
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
は
、
冬
期
土

壌
中
に
潜
っ
て

越
冬
し
ま
す
。

耕
起
す
る
こ
と

で
、
貝
を
物
理

的
に
粉
砕
し
、

ま
た
寒
風
に
さ
ら
す
こ
と
で
凍
死
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
定
植

▽
12
月
５
日
〜
１
月
20
日　

※

石
井
中
早
生

▽
12
月
20
日
〜
１
月
30
日　

※

Ｙ
Ｒ
春
空

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
上
旬　

※

星
岬
・
恋
岬
Ｓ
Ｐ

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／

３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン(
液)
５

800
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

▽
12
月
中
旬　

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①･

め
ぐ
み

▽
12
月
下
旬　

※

春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
②

・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

endaibu

エンダイブ

※番号 =解説の作業時期をあらわしています。

イラスト／『家の光』2015 年 4月号「家庭園芸」から引用

元肥入れ2

植えつけ3

畑の準備1

病害虫防除8

軟白7

追肥6

・
コ
ル
ト(

顆)

4000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
キ
ノ
ン
ド
ー(

フ)

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

●
追
肥

▽
12
月
上
旬

※

恋
岬
Ｓ
Ｐ
・
春
の
か
ほ
り
Ｓ
Ｐ
①
②
③
・
め

ぐ
み

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

40
㎏
／
10
ａ
）

●
収
穫

▽
11
月
１
日
〜
12
月
15
日　

※

星
岬

▽
12
月
10
日
〜
１
月
31
日　

※

恋
岬
Ｓ
Ｐ

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
上
旬　

※

12
月
穫
り
品
種

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／

３
回
〕

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液)

５

500
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

▽
12
月
下
旬　

※

年
明
け
穫
り
品
種
・
防
寒
ハ
ク
サ
イ

・
ア
ク
セ
ル(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／

３
回
〕

日 月 火 木 金 土
12月

水

6
13
20
27

7
14

28

1
8
15

29

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

30 31
2221

重量出荷終了日 軟弱出荷終了日

　深植えはせず、畝
の定植面と平行にな
るように植えつける。

かん水4
　畝が乾燥してくる
前にしっかりとかん
水をしましょう。

保温被覆5

●オオタバコガ、ハスモンヨトウ
　農薬アファーム乳剤　２０００倍　
　収穫７日前まで使用可能　使用回数２回以内

収穫・利用9

3月 4月
上 中 下 上 中 下

2月
上 中 下

1 月
上 中 下

12月
上 中 下

1
4

2 3 6 6 9 9

7
5

8 8

4
5

7準備から収穫までの目安　
約 3ヶ月

　包丁で株元を刈り取り収
穫します。
　内部の軟白された柔らか
い部分は、サラダや肉料理
の付け合わせなどに使用し
ましょう。
外葉の緑が濃い部分は炒

め物や漬物がオススメです。

　植えつけの20日以上前に石灰をまいて、20㎝ぐらいの
深さまでよく耕しておきます。キク科の野菜(ゴボウ、レ
タス、シュンギクなど)からの連作による根こぶ病に注意
しましょう。

　よくならして、畝を平
らにしておきましょう。

１㎡当たり
●肥料（元肥）…完熟堆
肥（４～５握り）・燐加
安44号（大さじ２杯）・
油粕（大さじ５杯）
　畝を作り、肥料を全面
にまいて耕します。

　苦みを和らげて、品
質を良くするために軟
白をする。
　秋は15～20日、冬は
30日ぐらい黒色ネット
などの遮光資材をトン
ネル状に掛けましょう。

　べた掛け資材、もしくはポリエチレンフィルムを
トンネル状に被覆し、寒さ対策をしましょう。

（１回目：１株あたり）
●肥料…オリザ44号（大さじ１／２杯）
　株のまわりにばらまき、軽く土と混
ぜ込みます。

（２回目：１株あたり）
●肥料…オリザ44号（大さじ２杯）・油粕（大さじ３杯）
　１回目の約１か月後に、畝の両側に軽く溝を掘って
肥料をばらまき、溝を埋めたら畝に土を寄せます。

ジャンボタニシ

ヒメトビウンカ縞葉枯病

日 月 火 木 金 土
1月

水

3
10
17

4
11

25

5
12

26

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

2
9
16
23

27 28 29 30
1918

成人の日

元日

31
24

1213 ●ミカン
●昔話に花が咲くのは吉兆です。歴史の本を読むのもお勧め。新年への準備は早めにスタート。買い物は品質重視で。

幸運を呼ぶ食べ物●疲れは明日に残さないよう、小まめにケアを。
全体運
健康運

牡牛座
4/20 ～5/20 ●塩数の子

●パワフルに動ける月です。目標をはっきりさせると充実度がアップ。手持ちの品のリメークやリサイクルにもツキ。
健康運 幸運を呼ぶ食べ物●筋トレなど、ちょっとハードな運動が◎。
全体運牡羊座

3/21～4/19



ダ
イ
コ
ン

モ
モ

カ
キ

ミ
カ
ン

ウ
メ

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

シ
シ
ト
ウ

新
シ
ョ
ウ
ガ

ピ
ー
マ
ン

　施設園芸用環境制御機器やドローンなどのＩＣＴ（情報通
信技術）やロボット技術などを活用した製品の紹介と展示に
加え、スマート農業に関する講演を行います。最先端の農業
にぜひ、ふれてみてください!本フェアは事前参加登録制と
なりますので、事前参加登録専用ＨＰからお手続きいただく
か、県庁研究推進室ＨＰから所定の様式をダウンロードして
いただき、お申込みください。

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
４
回
〕

●
追
肥
（
結
球
開
始
期
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ
）

●
石
灰
欠
乏
（
ア
ン
コ
）
対
策

　

乾
燥
が
続
く
と
発
生
し
や
す
い
の
で
、
適
宜

灌
水
と
パ
フ
ォ
ー
ム
Ｃ
ａ(

500
倍)

を
葉
面
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除
（
本
田
防
除
）

▽
12
月
中
旬　

※

グ
ラ
ン
ド
ー
ム

・
グ
レ
ー
シ
ア(

乳)

2000
倍
〔
7
日
／
２
回
〕

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
7
日
／
２
回
〕

◎
べ
と
病

　

下
葉
の
裏
か
ら
発
生
し
、
暗
緑
色
で
小
さ
な

病
斑
が
生
じ
ま
す
。
後
に
拡
大
し
て
淡
黄
色
と

な
り
、
葉
裏
は
白
い
霜
状
の
カ
ビ
が
生
え
ま

す
。
や
が
て
上
葉
に
広
が
り
、
花
蕾
に
も
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
春
と
秋
の
気
温
が
低

い
と
き
や
降
雨
が
続
く
と
発
生
が
多
く
な
り
ま

す
。
風
や
雨
に
よ
っ
て
伝
染
し
て
い
く
の
で
、

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

・
シ
グ
ナ
ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ

1500
倍
〔
7
日
／
２
回
〕

●
追
肥
（
花
蕾
発
現
期
）

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

80
㎏
／
10
ａ)

　

４
〜
５
月
穫
り
の
グ
ラ
ン
ド
ー
ム
は
、
霜
よ

け
対
策
と
し
て
パ
オ
パ
オ
掛
け
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

●
収
穫

▽
11
月
15
日
〜
12
月
15
日　

※

ピ
ク
セ
ル

▽
12
月
１
日
〜
１
月
30
日　

※

ア
ー
サ
ー

収
穫
も
本
番
を
迎
え
始
め
ま
す
。
収
穫
に
あ

た
っ
て
は
適
期
を
逃
さ
ず
若
穫
り
（
Ｌ
・
２
Ｌ
中

心
）
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
指
定
品
種
「
福

誉
」
は
、
12
月
中
旬
以
降
の
収
穫
で
ア
ン
ト
シ
ア

ン
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
肥
料
切
れ
が
症

状
を
助
長
す
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

・
ウ
ラ
ラ
Ｄ
Ｆ

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

2000
〜
4000
倍
〔
14
日
／
１

回
〕

◎
白
さ
び
病
（
わ
っ
か
症
）

・
ラ
ン
マ
ン(
フ)

2000
倍
〔
３
日
／
３
回
〕

　

促
成
栽
培
で
は
、
定
植
の
準
備
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
定
植
す
る
40
日
前
ま
で
に
完
熟
し
た

有
機
資
材
を
施
用
し
、
深
耕
整
地
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

連
作
障
害
（
根
茎
腐
敗
病
な
ど
）
の
発
生
が

見
ら
れ
る
圃
場
で
は
、
ク
ロ
ピ
ク
80(

２
〜
３

㎖
／
穴)

、
ソ
イ
リ
ー
ン(

20
〜
30
ℓ
／
10

ａ)

、
デ
ィ
・
ト
ラ
ペ
ッ
ク
ス
油
剤(

20
〜
40
ℓ

／
10
ａ)

な
ど
で
必
ず
土
壌
消
毒
す
る
と
と
も

に
、
バ
リ
ア
ス
タ
ー
（
難
透
過
性
フ
ィ
ル
ム
）

を
使
用
し
て
効
果
を
高
め
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
低
温
時
期
の
処
理
に
な
る
た
め
、
ガ
ス
抜

き
を
十
分
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
右
記
の
土
壌
消
毒
剤
は
除
草
効
果
が

弱
い
た
め
、
雑
草
防
除
と
し
て
ト
レ
フ
ァ
ノ
サ

イ
ド
粒
剤
2.5(

６
㎏
／
10
ａ)

を
植
え
付
け
直
後

に
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

●
元
肥

省
力
型

・
ス
ー
パ
ー
エ
コ
ロ
ン
グ
413(

140
日)(

220
㎏
／

10
ａ)

・
ケ
イ
酸
加
里(

60
㎏
／
10
ａ)

標
準
型

・
わ
か
や
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
配
合(

240
㎏
／
10
ａ)

・
ケ
イ
酸
加
里(

60
㎏
／
10
ａ)

　

使
用
す
る
種
イ
モ
は
、
小
さ
く
て
も
し
ま
り

が
よ
く
、
病
害
虫
に
侵
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を

100
〜
150
ｇ
の
大
き
さ
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
収
穫
ま
で
に
180
日
を
超
え
な
い
よ
う
に
定
植

し
て
く
だ
さ
い
。

11
月
上
旬
か
ら
加
温
栽
培
の
育
苗
が
ス
タ
ー

ト
し
、
順
調
に
生
育
し
て
い
れ
ば
第
２
回
目
の

移
植
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

　

２
回
目
の
移
植
は
、
１
回
目
の
移
植
後
20
〜

25
日
、
本
葉
４
〜
５
枚
程
度
の
頃
に
行
い
ま
す
。

　

労
力
や
苗
床
に
余
裕
が
無
け
れ
ば
鉢
に
移
植

し
、
苗
が
大
き
く
な
る
と
と
も
に
、
鉢
の
間
隔

を
広
げ
て
く
だ
さ
い
。
苗
床
へ
移
植
す
る
場

合
、
移
植
間
隔
は
12
〜
15
㎝
で
す
。

　

病
害
虫
に
つ
い
て
は
、
早
期
発
見
・
早
期
防

除
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

育
苗
や
植
え
付
け
準
備
の
時
期
が
近
づ
い
て

い
ま
す
。
定
植
後
の
活
着
と
そ
の
後
の
生
育
が

良
好
な
、
株
張
り
の
よ
い
苗
を
生
産
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

●
育
苗

　

苗
の
鉢
上
げ
後
の
温
度
は
、
日
中
は
27
〜

28
℃
で
管
理
し
ま
し
ょ
う
。
夜
温
は
移
植
時
で

16
〜
18
℃
を
目
標
と
し
、
そ
の
後
は
徐
々
に
下

げ
て
最
終
14
℃
前
後
に
す
る
こ
と
で
、
植
え
傷

み
が
少
な
い
苗
に
仕
上
が
り
ま
す
。
多
照
を
好

む
の
で
、
育
苗
中
は
で
き
る
だ
け
日
光
に
当
て

る
よ
う
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
圃
場
の
準
備

　

ピ
ー
マ
ン
は
、
土
壌
の
排
水
が
よ
く
、
保
水

力
の
あ
る
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
定
植
前
に

完
熟
堆
肥
を
施
用
し
、
深
耕
す
る
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
定
植
の
２
〜
３
週
間
前
に
元
肥

を
前
面
に
施
用
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
月
の
作
業
は
落
葉
処
理
で
す
。

　

収
穫
も
終
わ
り
、
カ
キ
園
の
整
理
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
、
落
葉
病
・
う
ど
ん
こ
病

が
発
生
し
た
園
で
は
、
と
く
に
落
葉
の
処
理
が

重
要
で
す
。
落
葉
を
焼
却
す
る
か
、
園
内
に
埋

め
て
く
だ
さ
い
。

　

有
機
物
の
補
給
を
考
え
る
と
、
で
き
る
だ
け

園
内
に
埋
め
ま
し
ょ
う
。
有
機
物
の
量
が
少
な

い
と
、
土
壌
が
硬
く
し
ま
り
、
根
の
分
布
し
て

い
る
層
へ
水
・
空
気
・
肥
料
が
届
か
な
く
な
り

ま
す
。
よ
い
園
地
を
つ
く
る
に
は
、
有
機
物
を

投
入
す
る
の
が
最
も
効
果
的
で
す
。

　

葉
の
残
っ
て
い
る
時
期
に
、
間
伐
、
縮
伐
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
隣
の
樹
と
枝
先
が
交
差
し
始

め
た
ら
間
伐
・
縮
伐
の
目
安
で
す
。
間
隔
は
、

樹
と
樹
の
間
を
、
傘
を
さ
し
て
歩
け
る
程
度
で

す
。
間
伐
す
る
こ
と
で
大
玉
・
秀
品
の
生
産
に

つ
な
が
り
、
作
業
効
率
も
上
が
り
ま
す
。

　

中
晩
生
ミ
カ
ン
の
収
穫
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　

着
色
と
酸
を
吟
味
し
な
が
ら
収
穫
し
ま
し
ょ

う
。
近
年
は
、
収
穫
時
期
の
高
温
多
湿
で
浮
き

皮
の
発
生
が
増
え
て
い
ま
す
。
収
穫
が
遅
れ
る

と
浮
き
皮
も
助
長
さ
れ
ま
す
の
で
適
期
収
穫
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
雨
等
の
影
響
に

よ
る
キ
ズ
・
ス
レ
で
腐
敗
果
が
多
く
な
り
ま
す

の
で
選
果
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ル
チ
栽
培
・
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布
・
着
果
過

多
等
で
樹
勢
が
弱
っ
て
い
る
園
で
は
、
収
穫
後

樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
チ
ッ
ソ
系
（
尿

素
）
液
肥
500
倍
を
２
〜
３
回
程
度
、
葉
面
散
布

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
比
較
的
暖
か
い
日
に

行
う
こ
と
で
、
吸
収
力
が
高
ま
り
ま
す
。

　

中
晩
柑
の
収
穫
は
年
明
け
が
中
心
で
す
。
10

日
以
上
雨
が
な
く
、
土
壌
が
乾
燥
状
態
の
場
合

は
灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
過
度
の
乾
燥
は
、
酸
高

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

12
月
中
旬
ご
ろ
に
な
る
と
花
芽
の
休
眠
期
に

入
り
ま
す
。
剪
定
作
業
は
遅
れ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

剪
定
は
、
主
枝
２
〜
３
本
と
し
て
先
端
の
枝

は
強
く
切
り
返
し
、
亜
主
枝
は
１
枝
に
２
〜
３

本
を
残
し
先
端
は
弱
く
切
り
返
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
側
枝
は
長
く
使
っ
て
い
る
と
樹
形
を
乱

す
原
因
と
な
る
た
め
、
３
〜
５
年
で
側
枝
の
更

新
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

初
秋
よ
り
葉
色
が
悪
く
樹
勢
が
弱
め
の
園
地

で
は
、
液
肥
（
マ
ン
ス
リ
ー

500
倍
）
の
散
布

と
や
や
強
め
の
剪
定
を
行
い
、
樹
勢
の
回
復
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

落
葉
も
終
わ
り
、
今
月
は
整
枝
・
剪
定
作
業

で
す
。

　

剪
定
は
大
枝
か
ら
始
め
、
不
必
要
な
徒
長
枝

を
は
ず
し
、
主
枝
の
先
端
は
切
り
返
し
剪
定
し

ま
す
。
側
枝
は
先
端
に
近
い
ほ
ど
小
さ
く
、
主

幹
に
近
い
ほ
ど
大
き
く
し
ま
す
。
立
枝
・
平
行

枝
・
内
向
枝
な
ど
、
樹
冠
内
へ
日
光
が
入
る
の

を
妨
げ
た
り
、
樹
形
を
乱
す
枝
を
剪
定
し
て
く

だ
さ
い
。

　

結
果
、
枝
が
込
み
合
わ
な
い
よ
う
に
間
引
き

ま
す
。
徒
長
枝
や
長
果
枝
が
多
い
と
き
は
間
引

き
剪
定
を
中
心
に
行
い
、
樹
勢
を
落
ち
着
か
せ

ま
す
。
短
果
枝
が
多
く
な
っ
た
り
、
側
枝
が
下

垂
し
て
き
た
と
き
は
、
樹
勢
を
回
復
さ
せ
る
た

め
に
、
切
り
返
し
剪
定
を
中
心
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

切
り
口
の
大
き
な
剪
定
痕
に
は
、
乾
燥
や
病

害
虫
侵
入
に
よ
る
枯
れ
込
み
を
防
ぐ
た
め
癒
合

剤
（
ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
ペ
ー
ス
ト
）
を
塗
布
し
ま

す
。
切
除
し
た
枯
れ
枝
は
病
原
菌
や
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
の
越
冬
源
と
な
る
の
で
、
園
外
に
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

わかやまスマート農業フェア
入場無料

２０２１年１月13日（水）
10：00～ 15：30

日　時

県民交流プラザ　和歌山ビッグ愛
（和歌山市手平２丁目１－２）

場　所

内　容
１．製品展示・紹介【展示ホール】
10：00～15：30

２．講演【大ホール】
11：30～12：10（施設園芸）
「誰でもできる！遠隔管理・監視システム」
14：00～14：40（果樹）
「簡易土壌水分計を用いた土壌水分の見える化
とスマート農業への取り組み」

https://shinsei.pref.wakayama.jp/8QJkLzbX
事前参加登録専用ＨＰ

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/07
0100/070109/smart/r02kaisai.html

県庁研究推進室ＨＰ

※新型コロナウイルス感染状況などにより、中止または延期する場合があります。来場前に県庁研究推進室ＨＰでご確認ください。

※申込期限【１月６日（水）】

お問い合わせ先　和歌山県海草振興局農業水産振興課　☎０７３－４４１－３３７８

事前参加登録専用ＨＰ

県庁研究推進室ＨＰ

令和２年度

1415 ●カボチャ
●交友関係が活発化。予定がたくさん入って、うれしい悲鳴が聞こえてきそう。買い物はリストを作って計画的に。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●楽しみながらできるスポーツがお勧め。
全体運

●八ツ頭
●あれもこれもやらなければと気持ちがはやりがち。「やらない」選択肢も大切です。掃除はプロの技を参考に。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●睡眠時間をしっかり確保。規則正しい生活を。
全体運 双子座

5/21～6/21
蟹 座
6/22～7/22



農業体験農園開設に関心がある方、農業関係者…など30人程度　　

不要

令和３年２月16日（火）14：00～16：00
ＪＡわかやま中央営農センター２階（和歌山市栗栖６６０－１）

和歌山大学観光学部教授　　　　藤田　武弘氏
農業体験農園太田ファーム園主　太田　政文氏

梅原ファーム園主　貴志　正幸氏

日時
場所

事前申込
対象

講師

・肥料・苗・農機具などは園主が用意するので、
自分で揃える必要はありません。
・栽培講習会もあるので、初心者でも気がねなく
利用できます。
・安全・安心な農産物が作れます。収穫した野菜
は、もちろんお持ち帰りいただけます。
・収穫祭などいろいろなイベントがありますの
で、利用者同士の交流も深まります。
・子どもの農業体験にもオススメです。

農園利用者のメリット
・農地の保全が図れ、農業の労働力軽減にもつな
がります。
・利用料がそのまま収入となるので、農業収入と
して安定します。
・賃貸ではなく作業委託なので、納税猶予農地で
も開設できます。
・利用者との交流が図れます。

開設者（園主）のメリット

　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ
んか？　また、農業体験農園の開設に興味がある方からのお問い合わせもお待ちしています。

農業体験農園

　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ

募集中！開設希望者
利用希望者利用希望者

￥40,000（税別）／ 1区画あたり 

太田　政文さん

20㎡／ 1区画あたり

貴志　正幸さん 坂本　恒さん

太田ファーム
（和歌山市新中島58-1）

梅原ファーム
（和歌山市梅原298-1）

アイファーム
（和歌山市禰宜３３７）農園

園主

年間利用料

面積

お問い合わせは　営農生活部　☎473-9402　まで

○現在募集している農園

開設者向け

令和３年２月16日（火）14：00～16：00

開設者向け

農業体験農園講演会

　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ　栽培のプロである園主さんに教わりながら、おいしい野菜を自分たちの手で育ててみませ

※終了後、講師との相談会も行います。

　

女
性
大
学
第
１
回
目
の
講
座
は
「
シ
ャ
ボ
ン

フ
ラ
ワ
ー
で
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」。
フ

ロ
ー
リ
ス
ト
の
山
田
理
代
さ
ん
を
講
師
に
お
招

き
し
ま
し
た
。

シ
ャ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
と
は
石
鹸
で
で
き
た

造
花
。
枯
れ
る
こ
と
な
く
美
し
さ
を
保
ち
、

最
後
の
１
枚
ま
で
石
鹸
と
し
て
使
え
る
た
め

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
受
講
生
は
柔
ら
か

な
香
り
を
楽
し
み
な
が
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
飾

り
付
け
ま
し
た
。

　

生
花
と
間
違
え
て
水
を

か
け
る
と
溶
け
て
し
ま
う
の

で
要
注
意
！　

空
間
を
彩

る
シ
ャ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
。
お

家
に
ひ
と
つ
、
飾
っ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

10
月
、
中
央
営
農
セ
ン
タ
ー

で
「
グ
ル
ー
デ
コ
で
キ
ラ
キ
ラ

ア
ク
セ
サ
リ
ー
つ
く
り
」に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ダ
ブ
ル
グ
ル
ー
と
い

う
２
種
類
の
樹
脂
を
混
ぜ
合
わ

せ
て
接
着
性
の
あ
る
パ
テ
を
つ

く
り
ま
す
。あ
と
は
ポ
ニ
ー
フ
ッ

ク
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
チ
ャ
ー
ム
の
土
台
に
貼
り
つ
け
、

キ
ラ
キ
ラ
ス
ト
ー
ン
を
埋
め
込
ん
だ
ら
で
き
あ
が
り
♪

　

作
業
は
簡
単
で
す
け
れ
ど
も
、
ス
ト
ー
ン
の
色
や
置

く
位
置
で
世
界
に
一
つ
だ
け
の
作
品
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
可
愛
い
仕
上
が
り

を
見
せ
合
い
な
が
ら
「
誰
に
あ

げ
よ
う
か
な
〜
自
分
で
使
お
う

か
な
〜
」
と
悩
ん
で
い
ま
し
た

（
笑
）。

女性大学第１回講座

ＪＡ女性会は、女性たちが自分らしく
イキイキと暮らせること、

地域や社会が本当の意味で豊かに
なることを目指し活動しています。

キラキラ
女性会

JA女性会の活動レポート第８期女性大学開講式

フレッシュミズはるか

10
月
、
雑
賀
支
店
で
か
わ
い

い
フ
ェ
ル
ト
バ
ッ
グ
つ
く
り
を

し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
活
動

再
開
で
会
員
は
「
待
っ
て
ま
し

た
！
」
と
大
喜
び
。
密
を
避
け

る
た
め
、
２
日
に
分
け
て
開
き

ま
し
た
。

　

フ
ェ
ル
ト
は
不
織
布
の
こ
と

で
、
軽
く
て
丈
夫
な
の
が
特
長
。

ハ
サ
ミ
で
形
を
つ
く
り
、
あ
と

は
結
ん
で
完
成
で
す
。
工
夫
を

凝
ら
し
て
バ
ッ
グ
の
持
ち
手
は

三
つ
編
み
に
。
針
も
糸
も
使
わ

な
い
の
で
、
小
さ
な
子
ど
も
と
一

緒
で
も
安
心
し
て
つ
く
れ
る
と

好
評
で
し
た
。

11
月
か
ら
第
８
期
女
性
大
学
Ｍ
’ｓ　

Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
が
ス
タ
ー

ト
！　

今
期
は
13
人
が
受
講
し
ま
す
。

開
講
式
で
は
、坂
東
組
合
長
が
「
Ｍ
’ｓ　

Ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
は
『
女

性
の
輪
』。
本
大
学
を
一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
、
一

緒
に
な
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
充
実
し
た
１
年
間
と
な
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
女
性
会
の
嶋
本
会

長
は
「
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、
自
分
磨
き
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
１
年
間
全
９
回
の
講
座
で
、
営
農
、
文
化
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
と
学
習
を
し
ま
す
。
新
し
い
仲
間
と

新
し
い
経
験
。
楽
し
み
で
す
ね
！

雑賀支部

1617 ●野沢菜
●好調運。思い切りの良さが運を開きます。チャレンジしてみましょう。買い物は後半にツキ。下調べをしっかり。

健康運 幸運を呼ぶ食べ物●話題の健康法を試してみて。テレビを参考に。
全体運獅子座

7/23～8/22●冬キャベツ
●年越しに向けての準備を最優先。きれいになっていく窓やキッチンが運を呼び寄せます。週末はごちそうメニューに。

幸運を呼ぶ食べ物●隙間時間にできる簡単ストレッチが◎。
乙女座
8/23 ～ 9/22 健康運

全体運
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